
（
参
考
：
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
日
常
生
活
用
具
給
付
）
）

 
 

 
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
、
国
が
費
用
の
一
部
を
補
助

(平
成
２
４
年
度
予
算

:２
億
円
、
健
康
局
予
算
事
業

) 
  
  
  
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対
象
で
あ
る
１
３
０
疾
患
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
を
対
象

 
 

 
 
※
平
成

2
4
年
度
ま
で
実
施

 

○
 
制
度
の
谷
間
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
観
点
か
ら
、
障
害
者
の
定
義
に
新
た
に
難
病
等
（
治
療
方
法
が
確

立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
者
）を
追
加
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【平
成
２
５
年
４
月
１
日
施
行
】 

          
 

 
  

 
  

 
  

 
 

 
 

障
害
者
の
範
囲
の
見
直
し
 

○
 
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
難
病
等
の
範
囲
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
｢難

病
患
者
等
居
宅

生
活
支
援
事
業
」
の
対
象
疾
病
と
同
じ
範
囲
（

13
0
疾
患
を
政
令
で
規
定
）
と
し
て
平
成

2
5年

４
月

か
ら
制
度
を
施
行
し
た
上
で
、
新
た
な
難
病
対
策
に
お
け
る
医
療
費
助
成
の
対
象
疾
患
の
範
囲
等
に

係
る
検
討
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

 
難
病
患
者
等
で
、
症
状
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得
が
で
き
な
い
が
一
定
の

障
害
が
あ
る
方
々
に
対
し
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

 
こ
れ
ま
で
補
助
金
事
業
と
し
て
一
部
の
市
町
村
で
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
全
市
町
村
に
お
い
て
提
供

可
能
に
な
る
。

 

 
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
日
常
生
活
用
具
給
付
だ
け
で

な
く
、
新
法
に
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
広
が
る
。
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障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象
疾
患
一
覧

 

1
 

Ig
A
腎
症

  
3

4
 
原
発
性
側
索
硬
化
症

 
6

7
 成

人
ス
チ
ル
病

 
9

9
 
膿
疱
性
乾
癬

 

2
 
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

 
3

5
 
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変

 
6

8
 脊

髄
空
洞
症

 
1

0
0

 嚢
胞
性
線
維
症

 

3
 
ア
ジ
ソ
ン
病

 
3

6
 
原
発
性
免
疫
不
全
症
候
群

 
6

9
 脊

髄
小
脳
変
性
症

 
1

0
1

 パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

 

4
 
ア
ミ
ロ
イ
ド
症

 
3

7
 
硬
化
性
萎
縮
性
苔
癬

 
7

0
 脊

髄
性
筋
萎
縮
症

 
1

0
2

 バ
ー
ジ
ャ
ー
病

 

5
 
ア
レ
ル
ギ
ー
性
肉
芽
腫
性
血
管
炎

 
3

8
 
好
酸
球
性
筋
膜
炎

 
7

1
 全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

 
1

0
3

 肺
動
脈
性
肺
高
血
圧
症

 

6
 
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症

 
3

9
 
後
縦
靭
帯
骨
化
症

  
7

2
 先

端
巨
大
症

 
1

0
4

 肺
胞
低
換
気
症
候
群

  

7
 

H
T

L
V
－
１
関
連
脊
髄
症

 
4

0
 
拘
束
型
心
筋
症

 
7

3
 先

天
性

Q
T
延
長
症
候
群

  
1

0
5

 バ
ッ
ド
・
キ
ア
リ
症
候
群

 

8
 

A
D

H
不
適
合
分
泌
症
候
群

 
4

1
 
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症

 
7

4
 先

天
性
魚
鱗
癬
様
紅
皮
症

 
1

0
6

 ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

 

9
 
黄
色
靭
帯
骨
化
症

  
4

2
 
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症

 
7

5
 先

天
性
副
腎
皮
質
酵
素
欠
損
症

 
1

0
7

 汎
発
性
特
発
性
骨
増
殖
症

 

1
0

 
潰
瘍
性
大
腸
炎

 
4

3
 
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群

 
7

6
 側

頭
動
脈
炎

 
1

0
8

 肥
大
型
心
筋
症

 

1
1

 
下
垂
体
前
葉
機
能
低
下
症

 
4

4
 
骨
髄
異
形
成
症
候
群

 
7

7
 大

動
脈
炎
症
候
群

 
1

0
9

 ビ
タ
ミ
ン

D
依
存
症
二
型

 

1
2

 
加
齢
性
黄
斑
変
性
症

 
4

5
 
骨
髄
線
維
症

 
7

8
 大

脳
皮
質
基
底
核
変
性
症

 
1

1
0

 皮
膚
筋
炎

 

1
3

 
肝
外
門
脈
閉
塞
症

 
4

6
 
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
分
泌
過
剰
症

 
7

9
 多

系
統
萎
縮
症

 
1

1
1

 び
ま
ん
性
汎
細
気
管
支
炎

  

1
4

 
関
節
リ
ウ
マ
チ

 
4

7
 
混
合
性
結
合
組
織
病

 
8

0
 多

巣
性
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー

 
1

1
2

 肥
満
低
換
気
症
候
群

 

1
5

 
肝
内
結
石
症

 
4

8
 
再
生
不
良
性
貧
血

 
8

1
 多

発
筋
炎

 
1

1
3

 表
皮
水
疱
症

 

1
6

 
偽
性
低
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

 
4

9
 
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス

 
8

2
 多

発
性
硬
化
症

 
1

1
4

 フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
症
候
群

 

1
7

 
偽
性
副
甲
状
腺
機
能
低
下
症

  
5

0
 
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

 
8

3
 多

発
性
嚢
胞
腎

  
1

1
5

 プ
リ
オ
ン
病

 

1
8

 
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

 
5

1
 
色
素
性
乾
皮
症

 
8

4
 遅

発
性
内
リ
ン
パ
水
腫

 
1

1
6

 ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

 

1
9

 
急
速
進
行
性
糸
球
体
腎
炎

  
5

2
 
自
己
免
疫
性
肝
炎

 
8

5
 中

枢
性
尿
崩
症

 
1

1
7

 ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
病

 

2
0

 
強
皮
症

 
5

3
 
自
己
免
疫
性
溶
血
性
貧
血

 
8

6
 中

毒
性
表
皮
壊
死
症

 
1

1
8

 発
作
性
夜
間
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
尿
症

 

2
1

 
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
症
候
群

 
5

4
 
視
神
経
症

 
8

7
 T

S
H
産
生
下
垂
体
腺
腫

 
1

1
9

 慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

 

2
2

 
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

 
5

5
 
若
年
性
肺
気
腫

 
8

8
 T

S
H
受
容
体
異
常
症

 
1

2
0

 慢
性
血
栓
塞
栓
性
肺
高
血
圧
症

 

2
3

 
ク
ッ
シ
ン
グ
病

 
5

6
 
重
症
急
性
膵
炎

 
8

9
 天

疱
瘡

 
1

2
1

 慢
性
膵
炎

 

2
4

 
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
抵
抗
症

 
5

7
 
重
症
筋
無
力
症

 
9

0
 特

発
性
拡
張
型
心
筋
症

 
1

2
2

 ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

 

2
5

 
ク
ロ
ウ
・
深
瀬
症
候
群

 
5

8
 
神
経
性
過
食
症

 
9

1
 特

発
性
間
質
性
肺
炎

 
1

2
3

 メ
ニ
エ
ー
ル
病

 

2
6

 
ク
ロ
ー
ン
病

 
5

9
 
神
経
性
食
欲
不
振
症

 
9

2
 特

発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

 
1

2
4

 網
膜
色
素
変
性
症

 

2
7

 
劇
症
肝
炎

 
6

0
 
神
経
線
維
腫
症

 
9

3
 特

発
性
血
栓
症

 
1

2
5

 も
や
も
や
病

 

2
8

 
結
節
性
硬
化
症

 
6

1
 
進
行
性
核
上
性
麻
痺

 
9

4
 特

発
性
大
腿
骨
頭
壊
死

 
1

2
6

 有
棘
赤
血
球
舞
踏
病

 

2
9

 
結
節
性
動
脈
周
囲
炎

 
6

2
 
進
行
性
骨
化
性
線
維
形
成
異
常
症

 
9

5
 特

発
性
門
脈
圧
亢
進
症

  
1

2
7

 ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
細
胞
組
織
球
症

 

3
0

 
血
栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

 
6

3
 
進
行
性
多
巣
性
白
質
脳
症

 
9

6
 特

発
性
両
側
性
感
音
難
聴

  
1

2
8

 リ
ソ
ソ
ー
ム
病

 

3
1

 
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

 
6

4
 
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群

 
9

7
 突

発
性
難
聴

 
1

2
9

 リ
ン
パ
管
筋
腫
症

 

3
2

 
原
発
性
硬
化
性
胆
管
炎

 
6

5
 
ス
モ
ン

 
9

8
 難

治
性
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

 
1

3
0

 レ
フ
ェ
ト
フ
症
候
群

 

3
3

 
原
発
性
高
脂
血
症

 
6

6
 
正
常
圧
水
頭
症
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3
6

9
 

8
 

0
 

0
 

3
 

1
 

1
9

 

4
 

4
 

6
 

2
 

5
 

4
 

0
 

3
0

 

0
 

6
9

 

4
6

 

0

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
5

0

3
0

0

3
5

0

4
0

0

居 宅 介 護  

重 度 訪 問 介 護  

行 動 援 護  

重 度 障 害 者 等 包 括 支 援  

同 行 援 護  

療 養 介 護  

生 活 介 護  

短 期 入 所  

共 同 生 活 介 護  
施 設 入 所 支 援  

共 同 生 活 援 助  

自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 

自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 

宿 泊 型 自 立 訓 練  

就 労 移 行 支 援  

就 労 移 行 支 援 （ 養 成 施 設 ） 

就 労 継 続 支 援 Ａ 型  

就 労 継 続 支 援 Ｂ 型  

難
病
患
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

 
（平
成
２
５
年
１
０
月
）

 

国
保
連
速
報
デ
ー
タ

 

合
計
：の
べ

5
7

0
人

（実
人
数

 5
4

3
人
）
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（
平
成
２
５
年
１
２
月
１
３
日

 
 
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会
難
病
対
策
委
員
会
）

 
  

第
３

 
国
民
の
理
解
の
促
進
と
社
会
参
加
の
た
め
の
施
策
の
充
実

 
  
３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
な
る
難
病
等
の
範
囲
の
拡
大
）

 
  
○

 
平
成
２
５
年
度
か
ら
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
定
め
る
障
害
児
・者
の
対
象
に
難
病
等
患
者

 
 

 
が
加
わ
り
、
そ
の
対
象
疾
患
と
し
て
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
１
３
０
疾
患
（
難
病
患
者
等
居
宅
生

 
 

 
活
支
援
事
業
の
対
象
疾
患
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
範
囲
）が
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

 
 

 
そ
の
対
象
疾
患
の
範
囲
に
つ
い
て
、
医
療
費
助
成
の
対
象
疾
患
の
範
囲
等
に
係
る
検
討
を
踏

 
 

 
ま
え
、
見
直
し
を
実
施
す
る
。

 

  
 

難
病
対
策
の
改
革
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

 
（抜
粋
）
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７ 身体障害者手帳について 

 

（１）心臓機能障害（ペースメーカ等埋め込み者）及び肢体不自由（人工関節

等置換者）に係る障害認定基準の見直しについて 

心臓機能障害におけるペースメーカ等植え込み者に係る障害認定について

は、従来、ペースメーカ等を取り外すことは生命の維持に支障を来たすのが一

般的であったこと等から、一律、１級に認定されている。  

また、肢体不自由における人工関節等置換者に係る障害認定については、関

節の機能が全廃しているものとして、一律、股・膝関節４級、足関節５級に認

定されているところである。 

しかしながら、近年の厚生労働科学研究の報告（「医療技術の進歩により、

社会生活に大きな支障がない程度に日常生活能力（ ADL）が改善している方が

多い」）等を踏まえ、これらの障害認定基準の見直しの必要性について、平成

24 年 11 月以降、医学専門家からなるワーキンググループ（座長：江藤文夫国

立障害者リハビリテーションセンター顧問）において検討を行い、見直し案が

取りまとめられ、昨年 11 月 11 日開催の疾病・障害認定審査会身体障害認定分

科会（座長：葛原茂樹鈴鹿医療科学大学保健衛生学部教授）において、見直し

案が了承されたところである。 

これを受け、平成 25 年 12 月９日開催の「身体障害認定等に係る担当者会議」

において、見直し内容等の詳細について説明し、関係通知については、平成

26 年１月 21 日付けで各都道府県・指定都市・中核市宛て発出したところであ

る。 

ついては、平成 26 年４月からの円滑な施行に向けて、指定医等関係者への

周知など、遺漏が無いようお願いしたい。 

 

（２）聴覚障害に係る身体障害者手帳の適正な交付について  

身体障害者手帳の交付については、身体障害者福祉法及び関係法令等に基づ

き実施されているところであるが、今般、聴覚障害による身体障害者手帳につ

いて、不正に交付を受けたことが疑われる事案について報道がなされたことを

契機に、聴覚障害の認定方法について見直しを求める指摘も行われているとこ

ろである。  

身体障害者手帳は、身体障害者に係る各種サービスや優遇措置を受ける際の

証明手段となっていることを踏まえれば、その交付事務を適正に行うことが極

めて重要である。  

各都道府県、指定都市及び中核市におかれては、「身体障害者手帳交付事務

の適正化等について」（平成 20 年３月 24 日障企発第０３２４００１号厚生労

働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長通知）を改めて徹底するとともに聴

覚障害の認定に当たっては、関係通知の規定に従い、聴力レベルが妥当性のあ

るものであるか十分検討するよう改めて徹底をお願いしたい。  

また、妥当性が疑われる場合など、必要に応じて、純音オージオメータ検査
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以外に、聴性脳幹反応検査（ＡＢＲ）等の他覚的聴覚検査の実施を求め、その

結果も加味するなど、身体障害者手帳交付事務の一層の適正化を図られるよう

お願いする。  

なお、聴覚障害の認定方法等に関する検討を行うため、専門家等有識者によ

る検討会を設置する予定であるのでご了知願いたい。  
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  身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
で
、

 
・
 
心
臓
機
能
障
害
に
お
け
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
を
植
え
込
み
し
て
い
る
者
は
、
一
律
１
級
と
し
て

 
 
認
定
し
て
い
る
。

 
 ・
 
ま
た
、
肢
体
不
自
由
に
お
け
る
人
工
関
節
等
の
置
換
術
を
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

 
 
①

 
股
関
節
・膝
関
節
に
人
工
関
節
等
を
置
換
し
て
い
る
場
合
は
一
律
４
級

 
 
②

 
足
関
節
に
人
工
関
節
等
を
置
換
し
て
い
る
場
合
は
一
律
５
級

 
 
と
し
て
、
認
定
し
て
い
る
。

 
  

 

心
臓
機
能
障
害
（ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
植
え
込
み
者
）及
び
肢
体
不
自
由

 
（人
工
関
節
等
置
換
者
）
の
障
害
認
定
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

   
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
社
会
生
活
に
大
き
な
支
障
が
な
い
程
度
に
日
常
生
活
能
力

 
 
（Ａ
Ｄ
Ｌ
）が
改
善
し
て
い
る
方
が
多
い
（厚
生
労
働
科
学
研
究
の
報
告
等
） 

専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
（構
成
員
は
次
頁
参
照
）

 

 
現
在
の
取
扱
い

 

 
 
疾
病
・障
害
認
定
審
査
会
身
体
障
害
認
定
分
科
会
で
見
直
し
案
を
了
承
（平
成
２
５
年
１
１
月
１
１
日
）
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氏
 

 
名

 
 

所
属
及
び
職
名

 

○
 

 
和
泉

 
徹

 
恒
仁
会

 
新
潟
南
病
院

 
統
括
顧
問

 

北
里
大
学

 
名
誉
教
授

 

岩
谷

 
力

 
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
顧
問

 

◎
 
江
藤

 
文
夫

 
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
顧
問

 

本
江

 
純
子

 
府
中
恵
仁
会
病
院
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
附
属

 

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
所
長

 

奥
村

 
謙

 

日
本
不
整
脈
学
会
会
頭

 

（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学

 
教

授
）
 

小
野

 
稔

 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
心
臓
外
科

 
教
授

 

牧
田

 
茂

 
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

 
 

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

 
教
授

 

氏
 

 
名

 
 

所
属
及
び
職
名
（
当
時
）
 

○
 
伊
藤

 
利
之

 
横
浜
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団

 
顧
問

 

岩
谷

 
力

 
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

 
副
大
学
院
長

 

◎
 
江
藤

 
文
夫

 
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
総
長

 

中
村

 
耕
三

 
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
自
立
支
援
局
長

 

龍
 
順
之
助

 
日
本
大
学
名
誉

 
教
授
、

 総
合
東
京
病
院

 
顧
問

 

織
田

 
弘
美

 
埼
玉
医
科
大
学
整
形
外
科

 
教
授

 

吉
永

 
勝
訓

 
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
セ
ン
タ
ー
長

 

人
工
関
節
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員
名
簿

 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員
名
簿

 

◎
：
座
長

 
○
：
座
長
代
理

 
◎
：
座
長

 
○
：
座
長
代
理
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ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
状
況
及
び
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て

 

【
人
工
関
節
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】

 
 

平
成
２
４
年
１
１
月
２
８
日
開
催

 
  
（
見
直
し
の
主
な
内
容
）

 
 

 
○

 
人
工
関
節
等
の
置
換
術
後
の
障
害
の
状
態
（
関
節
可
動
域
等
）
を
評
価
し
、

 
 

 
 
・
 
股
関
節
、
膝
関
節
に
つ
い
て
は
、
４
級
、
５
級
、
７
級
、
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に

 
 

 
 
・
 
足
関
節
に
つ
い
て
は
、
５
級
、
６
級
、
７
級
、
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に

 
 

 
 

 
認
定
を
行
う
。

 
 

 
 
・
 
平
成
２
６
年
４
月
１
日
以
降
、
新
た
に
申
請
す
る
者
に
対
し
て
適
用
す
る
。
（
た
だ
し
、
平
成
２
６
年
３
月
末
ま
で
に

 
 

 
 

 
診
断
書
・
意
見
書
が
作
成
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
同
年
６
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
従
来
の
基
準
で
認
定
す
る
。
）

 

【
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】

 

 
 
第
１
回

 
 
平
成
２
５
年
６
月
１
７
日

 
開
催

 
 

 
第
２
回

 
 
平
成
２
５
年
８
月
１
９
日

 
開
催

 
 

 
第
３
回

 
 
平
成
２
５
年
９
月
１
３
日

 
開
催

 
  （
見
直
し
の
主
な
内
容
）

 
 
○

 
心
臓
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
や
体
内
植
え
込
み
型
除
細
動
器
へ
の
依
存
度
、
日
常
生
活

 
 

 
活
動
の
制
限
の
程
度
を
勘
案
し
て
１
級
、
３
級
又
は
４
級
の
認
定
を
行
う
。

 
 
○

 
一
定
期
間
（
３
年
）
以
内
に
再
認
定
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

 
 
○

 
先
天
性
疾
患
に
よ
り
植
え
込
み
し
た
も
の
及
び
人
工
弁
移
植
・弁
置
換
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
１
級
と
す
る
。

 
 
○

 
再
認
定
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
診
査
年
月
を
手
帳
に
も
記
載
す
る
。
（ペ
ー
ス
メ
ー
カ
以
外
の
再
認
定
に
も
適
用
）

 
 
○

 
平
成
２
６
年
４
月
１
日
以
降
、
新
た
に
申
請
す
る
者
に
対
し
て
適
用
す
る
。
（た
だ
し
、
平
成
２
６
年
３
月
末
ま
で
に

 
 

 
 
診
断
書
・
意
見
書
が
作
成
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
同
年
６
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
従
来
の
基
準
で
認
定
す
る
。
）
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